
   

図 1 百塚遺跡の立地と周辺の遺跡         図 2 調査地及び過去の調査
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はじめに 

百塚遺跡は、富山市の呉羽山丘陵北端、神通川の下流西岸の河岸段丘上（標高約 15m）に立

地しています。これまでの調査で、縄文時代から江戸時代にかけて、様々な時代に営まれていた

ことが分かりました。周辺には旧石器時代から近世に至る、多くの遺跡が密集しています（図 1）。
平成 17 年から 19 年にかけて、主要地方道富山八尾線道路改良工事に伴う発掘調査で、北側

に隣接する百塚住吉遺跡や百塚住吉 B 遺跡などで発掘調査を行っており、弥生時代終末期の方

形周溝墓、前方後方形墳丘墓や古墳時代初頭の円墳、前方後円墳、前方後方墳などが 10 基以上

みつかっています（図２）。特に前方後円墳は北陸最古段階のものとして注目を集めています。

今回は最長部で東西約 32ｍ、南北約 100ｍの範囲、約 2,100 ㎡を対象に発掘調査を実施中で

す（図 3）。9 月に調査を開始し、年末ごろまで続く予定です。 
 
調査の概要 

今から約 2,000～1,800 年前の弥生時代後期から古墳時代初頭に築かれた方形周溝墓や円形周

溝墓などの墳墓が 11 基みつかっています。その内訳は、埋葬施設（主体部）のみが 1 基（SZ07）、
四隅に陸橋をもつ方形周溝墓が 4 基（SZ08・10・12・14）、一辺に陸橋をもつ方形周溝墓が 1
基（SZ17）、円形周溝墓が 4 基（SZ09・11・15・16）です。 

方形周溝墓は東西や南北といった対になる溝間の距離が 6m（SZ08・10・12）と 8m（SZ14）
と 10m 以上（SZ13・17）の 3 つの規格に分かれます。また、SZ12・14・17 は溝の軸方向がそ

ろっています。一方、円形周溝墓は直径が 7～8m ほどで溝の幅が狭いタイプ（SZ09・11・16）
と直径が 10m を超え、溝の幅が広いタイプ（SZ15）に分かれます。 

方形周溝墓と円形周溝墓が対になる例は、杉谷 A 遺跡や清水堂南遺跡（富山市）で確認され

ています。今回の調査では複数基が混在してみつかり注目されます。 
当地は神通川に面する呉羽山丘陵北端の高台に位置し、東に立山連峰、北には射水平野と富山

湾という素晴しい眺望をもっています。神通川の河川交通や富山平野の開発（農耕など）を掌握

した首長が、この地を選び墳墓や古墳を造り続けたのではないかと推測されます。 
他に、中世～近世にかけての土坑墓や埋甕などがみつかっており、当地は長期間にわたって墓

域として利用されていたようです。 
 

主な遺構と遺物 

SZ07 は、調査区南端に位置する埋葬施設で、長さ約 2.5ｍ、幅約 1.2m、深さは約１m を測り

ます。埋葬施設の構築物として人頭大の川原石が多数用いられていました。このような石を主体

部に使用する例は県内にはありません。木棺を固定するための道具として用いられたのか、ある

いは葬られた首長が河川交通を掌握していたことを示すために意図的に川原石を用いたことが

推測されます。副葬品として鉄鏃（矢じり）1 点（長さ約 7cm）とほぼ完形の土師器の壺（弥生

百 塚 遺 跡 現 地 説 明 会 資 料 
時代終末～古墳時代初頭）1 点がみつかりました。最先端の鉄製品を持つことのできた有力な集団

の首長が葬られていたことが推測されます。平成 19 年度の調査で、前方後方墳の溝から鉄鏃が 1
点出土しており、早い段階から複数の鉄製品を入手できる集団だったことを物語っています。 

SZ10 は、調査区中央やや南に位置する四隅に陸橋をもつ方形周溝墓で、埋葬施設と東西の周溝

が良く残っていました。埋葬施設は長さ約 2.5m、幅約 1.2m、深さ約 1m を測ります。底に粘土で

床を設けたうえに木棺を据えていたと考えられます。木棺内からは直径 3～5mm のスカイブルー

のガラス小玉が約 70 点（弥生時代の墳墓としては県内最多）、木棺内の北西寄りからまとまって出

土しました。首飾りや髪飾りのような装飾品が想定できることから、西側に頭を向けて遺体が安置

されていたと推定されます。北陸地方に伝わって間もないガラス小玉を数多く入手できた首長が、

その先進性を表すために、身に着けて埋葬されたと考えられます。 
富山平野では、羽根丘陵(史跡王塚･千坊山遺跡群)や呉羽山丘陵南部（杉谷古墳群・呉羽山丘陵古

墳群）に有力な集団がいたことが確認されています。ここ呉羽山丘陵北部にも最先端の情報や技術、

道具を入手した有力な集団がいたことが明らかになってきました。 
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